
 

 

 

20 × 20 

送

信
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【

 

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

２

０

２

３

 

参

加

記

 

】

 

ゼ

ッ

ケ

ン

rO
.
j

５

７

６

６

 

出

走

日

 

：

 

２

０

２

３

年

５

月

２

３

日

（

火

）

 

氏

 

名

 

：

 

野

本

 

照

和

 

同

乗

者

 

：

 

野

本

 

智

子
 

 

数

年

前

『

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

』

を

知

っ

て

か

ら

、

い

つ

か

参

加

し

た

い

な

～

、

参

加

で

き

た

ら

い

い

な

～

と

思

い

な

が

ら

も

時

が

過

ぎ

、

な

か

な

か

勇

気

と

決

心

が

つ

か

ず

。

 

そ

ん

な

思

い

を

知

っ

て

く

れ

て

い

た

の

か

、

昨

年

末

く

ら

い

か

ら

妻

が

『

来

年

は

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

に

行

き

た

い

な

～

』

と

言

い

始

め

。

年

を

越

し

た

あ

た

り

で

、

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

に

関

す

る

サ

イ

ト

を

日

に

何

度

も

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

で

通

知

し

て

く

る

よ

う

に

・

・

・

 

毎

日

の

よ

う

に

 

『

 

結

婚

３

０

周

年

の

記

念

旅

行

は

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

し

か

な

い

！

！

！

 

』

 

と

、

半

ば

強

制

（

笑

）

と

思

え

る

く

ら

い

の

圧

で

言

わ

れ

る

よ

う
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20 × 20 

に

な

っ

て

、

参

加

を

渋

々

承

諾

。

 

エ

ン

ト

リ

ー

開

始

日

通

勤

途

上

バ

ス

停

に

て

エ

ン

ト

リ

ー

完

了

。

エ

ン

ト

リ

ー

後

も

、

楽

し

み

よ

り

も

不

安

（

自

分

の

体

力

・

バ

イ

ク

の

古

さ

・

気

力

）

の

ほ

う

が

大

き

く

。

 

そ

れ

で

も

、

日

々

い

ろ

い

ろ

準

備

（

用

品

購

入

・

ス

タ

ー

ト

地

点

選

定

・

走

行

工

程

な

ど

）

を

し

て

い

く

う

ち

に

楽

し

み

の

ほ

う

が

大

き

な

っ

て

い

き

、

出

走

予

定

日

の

出

発

地

（

御

前

崎

灯

台

）

・

経

由

地

（

岐

阜

）

・

ゴ

ー

ル

（

千

里

浜

な

ぎ

さ

ド

ラ

イ

ブ

ウ

ェ

イ

）

の

天

候

を

こ

ま

め

に

チ

ェ

ッ

ク

し

、

気

持

ち

も

高

ま

り

当

日

朝

を

迎

え

た

。

 

出

走

当

日

未

明

は

あ

い

に

く

の

雨

、

風

も

強

め

。

ホ

テ

ル

を

４

時

に

出

発

し

、

ス

タ

ー

ト

地

点

に

決

め

た

御

前

崎

灯

台

駐

車

場

へ

。

日

の

出

前

に

も

関

わ

ら

ず

応

援

に

駆

け

つ

け

て

い

た

地

元

の

男

性

に

写

真

を

撮

っ

て

い

た

だ

き

、

女

性

に

ス

タ

ー

ト

記

念

オ

リ

ジ

ナ

ル

ス

テ

ッ

カ

ー

を

い

た

だ

き

、

勇

気

を

も

ら

っ

た

。

 

日

の

出

時

間

を

待

っ

て

い

る

間

に

小

雨

に

な

っ

た

も

の

の

日

の

出

は

拝

め

ず

。

 



 

 

 

20 × 20 

ス

タ

ー

ト

後

も

、

静

岡

・

愛

知

県

内

は

雨

脚

が

強

く

な

り

、

視

界

も

悪

く

、

イ

ン

カ

ム

も

途

中

で

使

え

な

く

な

り

、

ス

マ

ホ

の

ナ

ビ

音

声

が

聞

こ

え

な

い

状

況

で

土

地

勘

の

な

い

エ

リ

ア

を

走

行

。

何

度

も

行

き

先

チ

ェ

ッ

ク

の

た

め

停

車

を

余

儀

な

く

さ

れ

た

。

 

そ

し

て

何

度

と

な

く

道

に

迷

い

、

ど

う

に

か

岐

阜

県

に

入

る

こ

ろ

に

は

雨

は

上

が

っ

た

も

の

の

、

気

温

は

r0
 

度

前

後

で

体

は

冷

え

、

後

ろ

に

の

る

妻

も

寒

そ

う

だ

。

 

は

じ

め

て

の

参

加

で

ポ

イ

ン

ト

を

取

る

こ

と

、

r5
 

時

前

に

ゴ

ー

ル

す

る

こ

と

を

最

優

先

し

た

た

め

、

途

中

立

ち

寄

る

予

定

も

数

か

所

パ

ス

せ

ざ

る

を

得

ず

。

 

と

は

言

い

つ

つ

も

妻

を

タ

ン

デ

ム

シ

ー

ト

に

乗

せ

走

る

ロ

ン

グ

ツ

ー

リ

ン

グ

。

い

く

つ

も

の

ト

ン

ネ

ル

を

抜

け

、

カ

ー

ブ

を

走

り

、

風

を

切

り

な

が

ら

の

走

り

を

楽

し

ん

だ

。

 

ス

タ

ー

ト

か

ら

１

０

時

間

、

な

ん

と

か

最

終

立

ち

寄

り

予

定

ポ

イ

ン

ト

の

指

定

「

道

の

駅

r
r

倶

利

伽

羅

r
r

源

平

の

郷

」

に

到

着

。

規

定

の

r5
 

ポ

イ

ン

ト

を

や

っ

と

獲

得

し

、

一

路

ゴ

ー

ル

「

千

里

浜

な

ぎ

さ

ド

ラ

イ
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ブ

ウ

ェ

イ

」

へ

！

 

海

風

が

激

し

く

吹

く

中

、

砂

浜

を

走

っ

て

い

る

と

き

の

気

持

ち

の

高

ぶ

り

と

感

動

。

砂

交

じ

り

の

海

風

も

、

気

に

な

ら

な

い

ほ

ど

の

達

成

感

。

妻

に

背

中

を

押

さ

れ

初

参

加

し

た

『

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

２

０

２

３

』。 

最

高

の

景

色

と

感

動

を

得

ら

れ

た

喜

び

は

『

参

加

し

て

ほ

ん

と

う

に

よ

か

っ

た

！

』

（

事

故

・

転

倒

が

な

く

て

よ

か

っ

た

）

 

翌

日

は

、

ア

フ

タ

ー

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

の

た

め

能

登

半

島

を

め

ぐ

る

予

定

。

行

き

先

は

妻

に

は

内

緒

に

し

て

あ

る

。

 

r2
0

年

前

、

妻

（

Ｃ

Ｂ

Ｒ

２

５

０

Ｒ

ト

リ

コ

ロ

ー

ル

の

ハ

リ

ケ

ー

ン

）

と

私

（

Ｃ

Ｂ

Ｒ

４

０

０

Ｆ

３

Ｅ

Ｎ

Ｄ

Ｕ

Ｒ

Ａ

Ｎ

Ｃ

Ｅ

）

で

訪

れ

た

思

い

出

の

地

『

恋

路

海

岸

』

へ

。

 

r2
0

年

前

に

訪

れ

た

時

乗

っ

て

い

た

そ

の

Ｃ

Ｂ

Ｒ

４

０

０

Ｆ

３

Ｅ

Ｎ

Ｄ

Ｕ

Ｒ

Ａ

Ｎ

Ｃ

Ｅ

で

。

今

回

は

タ

ン

デ

ム

と

な

っ

た

が

、

大

切

な

思

い

出

の

地

『

恋

路

海

岸

』

に

再

び

妻

と

二

人

で

た

ど

り

着

い

た

感

動

は

・

・

・

妻

は

喜

ん

で

く

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

？

？

 

（

r2
0

年

前

に

履

い

て

い

た

同

じ

ブ

ー

ツ

を

履

い

て

恋
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路

駅

に

立

つ

）

 

今

回

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

に

参

加

・

完

走

で

き

た

の

は

、

開

催

に

む

け

ご

尽

力

い

た

だ

い

た

事

務

局

の

ス

タ

ッ

フ

皆

様

。

震

災

の

影

響

も

残

る

中

、

我

々

バ

イ

ク

乗

り

を

暖

か

く

迎

え

入

れ

て

く

だ

さ

っ

た

地

元

石

川

県

の

サ

ポ

ー

タ

ー

の

皆

様

の

お

か

げ

。

言

葉

で

は

言

い

表

せ

ら

れ

な

い

ほ

ど

の

感

謝

で

す

。

 

そ

し

て

、

私

の

背

中

を

押

し

て

参

加

に

導

い

て

く

れ

た

妻

に

r2
0

年

分

の

感

謝

を

込

め

て

・

・

・

『

 

あ

り

が

と

う

 

』

 

ま

た

、

い

つ

か

息

子

た

ち

や

孫

（

３

歳

・

０

歳

）

た

ち

と

一

緒

に

、

一

番

星

（

幼

く

し

て

天

国

に

行

っ

た

娘

）

が

輝

く

夕

日

の

『

千

里

浜

』

に

帰

る

と

き

に

思

い

を

馳

せ

て

、

あ

い

つ

（

Ｃ

Ｂ

Ｒ

４

０

０

Ｆ

３

Ｅ

Ｎ

Ｄ

Ｕ

Ｒ

Ａ

Ｎ

Ｃ

Ｅ

）

に

乗

り

続

け

る

の

だ

ろ

う

。

 

  

【

 

自

分

自

身

の

テ

ー

マ

 

】

 

rh
a
l
llp
g
i
ng
i
re
p
l re
p
or
lt
@nr
g
rl
g
 
ra
l
e
p
rr
ep
i
nr
t
sra

p
o
r
enp
srO
p
 
ra
p
o
r
enp
sr

 

自

己

革

命

に

挑

戦

r
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大

切

な

思

い

出

を

新

し

い

思

い

出

に

r
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